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沖
縄
同
友
会
の
広
報
紙
は
、「
お

き
な
わ
同
友
会
ニ
ュ
ー
ス
」（
Ｂ

５
サ
イ
ズ
）
の
名
称
で
一
九
八
七

年
十
月
、
創
立
と
同
時
に
創
刊
し

た
。
三
年
後
、
一
九
九
〇
年
五
月

の
二
十
七
号
よ
り
、
新
聞
サ
イ
ズ
に
規
格

を
変
更
。
六
年
後
の
一
九
九
六
年
八
月
の

一
〇
一
号
か
ら
は
「
ニ
ラ
イ
み
ら
い
」
と
し

て
再
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
▼
こ
の
度
「
ニ
ラ

イ
み
ら
い
」
は
、
法
人
化
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

二
十
九
年
間
継
続
し
た
新
聞
サ
イ
ズ
か
ら
Ａ

４
サ
イ
ズ
の
冊
子
に
規
格
を
変
更
し
た
。
こ

れ
で
同
友
会
広
報
紙
で
の
新
聞
サ
イ
ズ
は
、

中
同
協
「
し
ん
ぶ
ん
」
と
北
海
道
と
愛
知
の

広
報
紙
の
三
紙
と
な
っ
た
。
新
聞
は
、
全
体

の
記
事
が
見
渡
せ
、
そ
の
重
要
度
を
感
じ
な

が
ら
、
じ
っ
く
り
或
い
は
素
早
く
読
む
こ
と

が
出
来
る
。
隅
々
ま
で
目
を
配
る
の
を
習
慣

に
す
る
ア
ナ
ロ
グ
人
間
と
し
て
は
、
冊
子
へ

の
変
更
は
寂
し
い
▼
一
方
、
編
集
の
立
場
か

ら
言
え
ば
、
紙
面
づ
く
り
に
は
ル
ー
ル
が
あ

り
、
専
門
的
な
知
識
が
必
要
で
、
印
刷
会
社

に
丸
投
げ
で
き
ず
に
手
間
が
か
か
る
。
手
に

し
易
く
、
読
み
易
く
、
綴
じ
易
い
冊
子
サ
イ

ズ
に
流
れ
る
こ
と
に
渋
々
頷
い
て
い
る
▼
沖

縄
同
友
会
で
は
再
来
年
の
創
立
四
〇
周
年
ま

で
に
、
こ
れ
ま
で
の
「
ニ
ラ
イ
み
ら
い
」
新

聞
の
縮
刷
版
を
準
備
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

の
新
聞
全
て
の
紙
面
を
ス
キ
ャ
ン
し
、
年
代

に
区
分
け
し
検
索
し
易
い
デ
ー
タ
に
す
る
。

四
〇
年
の
歴
史
を
丸
々
手
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
貴
重
な
資
料
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

（
島
尻
裕
巳
）
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四
月
二
十
五
日
、
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
沖

縄
に
て
、
沖
縄
同
友
会
第
三
十
九
回
定
時
総
会

が
一
九
六
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

㈱
ハ
ブ
ク
リ
エ
イ
ト
の
喜
納
正
雄
氏
の
司
会

で
ス
タ
ー
ト
し

た
第
Ⅰ
部
は
、

宮
城
光
秀
代
表

理
事
が
開
会
に

あ
た
り
、
法
人

化
す
る
本
総
会

の
意
義
と
、
世

界
中
を
人
間
尊

重
の
社
会
に
す

る
「
新
し
い
ス

テ
ー
ジ
」
を
強

調
し
、
成
果
と

教
訓
を
隅
々
に

ひ
ろ
げ
よ
う
と

挨
拶
し
ま
し

　

第
Ⅱ
部
で
は
、
一
般
社
団
法
人
と
し
て
の

二
〇
二
五
年
の
活
動
方
針
が
正
副
代
表
理
事
や

専
門
委
員
長
な
ど
か
ら
提
案
、
ま
た
石
原
地
江

副
代
表
理
事
か
ら
予
算
案
が
提
案
さ
れ
採
決
さ

れ
ま
し
た
。

司会の喜納正雄氏

来賓の右から難波氏、大城氏、古謝氏

新しい正副代表理事 議長の友利氏と棚原氏

宮城光秀代表理事

　

第
Ⅲ
部
の
記
念
講
演
は
、「
私
の
経
営
人

生
の
源
は
同
友
会
に
あ
り
～
生
き
る　
暮
ら
し

を
守
る　

人
間
ら
し
く
生
き
る
～
」を
テ
ー
マ

に
エ
イ
ベ
ッ
ク
ス
㈱
の
加
藤
明
彦
会
長
（
中

同
協
副
会
長
）
か
ら
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
加
藤
氏
は
、
一
九
九
三
年
に
入
会
し

三
十
二
年
間
、
同
友
会
の
学
び
を
会
社
で
実

践
す
る
こ
と
で
会
社
は
存
続
で
き
た
し
、
自

分
自
身
も
経
営
者
と
し
て
救
わ
れ
た
と
前
置

き
し
た
う
え
で
、
同
友
会
運
動
の
基
本
的
な

心
構
え
か
ら
話
を
始
め
ま
し
た
。

　

加
藤
氏
は
同
友
会
の
成
り
立
ち
に
お
け
る
歴

史
背
景
か
ら
な
る
「
人
間
尊
重
の
経
営
」
が
私

達
経
営
者
の
め
ざ
す
姿
だ
と
し
、
そ
れ
は
「
人

が
生
き
る
社
会
」
を
つ
く
っ
て
い
く
壮
大
な
運

動
だ
と
提
起
し
ま
し
た
。
ま
た
自
身
の
こ
れ
ま

で
の
気
づ
き
を
紹
介
し
、
経
営
者
の
姿
勢
を
厳

し
く
問
え
て
い
る
か
や
社
員
と
共
に
育
つ
「
自

主
・
民
主
・
連
帯
の
精
神
」
の
風
土
が
会
社
に

な
か
っ
た
こ
と
を
挙
げ
、
ま
ず
は
経
営
者
の
気

づ
き
が
第
一
歩
だ
と
話
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
同
友
会
の
本
質
は
「
労
使
見
解
」

記念講演を聞く参加者

記念講演の加藤明彦氏

に
あ
る
と
し
て
、

一
九
七
五
年
に
確
立

さ
れ
る
ま
で
と
確
立

さ
れ
て
か
ら
の
今
ま

で
を
辿
り
な
が
ら
、

歴
史
か
ら
学
ぶ
大
切

さ
を
訴
え
、「
そ
れ

は
会
社
の
歴
史
、
特

に
創
業
の
想
い
を
深

く
学
ぶ
こ
と
と
同

じ
」
だ
と
強
調
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
「
労

使
見
解
」に
は
自
主
・

民
主
・
連
帯
の
精
神

が
結
実
さ
れ
て
い
る

と
し
て
、生
き
る（
民

主
）・
暮
ら
し
を
守

る
（
連
帯
）・
人
間

ら
し
く
生
き
る
（
自

主
）
に
な
る
第
四
層

ま
で
深
め
た
解
釈
を

説
明
し
ま
し
た
。
そ

れ
を
経
営
者
が
理
解

で
き
れ
ば
、
徐
々
に

社
員
と
の
信
頼
関
係

構
築
の
風
土
が
つ
く

ら
れ
、
社
員
の
自
主

私
の
経
営
人
生
の
源
は
同
友
会
に
あ
り

私
の
経
営
人
生
の
源
は
同
友
会
に
あ
り

加
藤
　明
彦 

氏

エ
イ
ベ
ッ
ク
ス
㈱
　会
長

（
中
同
協
副
会
長
）

記念講演

〜
生
き
る 

暮
ら
し
を
守
る 

人
間
ら
し
く
生
き
る
〜

た
。
そ
の
後
、
ご
来
賓
の
紹
介
が
あ
り
、
総
合

事
務
局
長
の
代
理
と
し
て
難
波
康
修
総
合
事
務

局
次
長
、
県
知
事
の
代
理
と
し
て
大
城
肇
副
知

事
、
那
覇
市
長
の
代
理
と
し
て
古
謝
玄
太
副
市

長
の
各
氏
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次

に
、
㈲
友
誠
の
棚
原
歩
美
氏
と
先
嶋
産
業
㈱
の

友
利
博
明
氏
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
議
事
に
移

り
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
任
意
団
体
の
最
後
の
総
会
と
し

て
活
動
報
告
、
決
算
報
告
の
あ
と
、
一
般
社
団

法
人
移
行
の
た
め
の
採
択
を
お
こ
な
い
定
款
に

あ
る
役
員
を
選
出
し
て
閉
会
。
舞
台
の
看
板
を

一
般
社
団
法
人
へ
の
設
立
総
会
へ
切
り
替
え
第

Ⅱ
部
を
開
会
し
ま
し
た
。

　

休
憩
時
間
に
第
一
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

副
代
表
理
事
の
選
出
と
支
部
運
営
費
を
支
部
運

営
規
定
に
掲
載
変
更
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
で
人
を
生
か
す
経
営
の

総
合
実
践
を

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
で
人
を
生
か
す
経
営
の

総
合
実
践
を
〜
志
を
高
く
持
ち
実
践
は
足
下
か
ら
〜

沖
縄
同
友
会
第
３９
回
定
時
総
会
開
催

沖
縄
同
友
会
第
３９
回
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時
総
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開
催

沖
縄
同
友
会
第
３９
回
定
時
総
会
開
催

沖
縄
同
友
会
第
３９
回
定
時
総
会
開
催

一
般
社
団
法
人

一
般
社
団
法
人
沖
縄
県
中
小
企
業
家
同
友
会
誕
生
！！

沖
縄
県
中
小
企
業
家
同
友
会
誕
生
！！



代 表 理 事 	 宮　城　光　秀	 ㈲大宮工機	 社　　長
　　〃	 座間味　　　亮	 ㈱赤マルソウ	 社　　長
副代表理事	 石　原　地　江	 ㈲アンテナ	 会　　長
　　〃	 一　瀬　宗　也	 ㈱アイセック・ジャパン	 社　　長
　　〃	 田上　カルロス	 ㈱グラシアス沖縄	 社　　長
　　〃	 赤　嶺　　　宏	 ㈱システック沖縄	 社　　長
　　〃	 與　崎　文　美	 ㈲アンカー商事	 社　　長
　　〃	 下　田　美智代	 ㈱共栄環境	 社　　長
理　　　事	 髙　原　勝　也	 ㈲テレネット沖縄	 社　　長
　　〃	 仲　間　高　乃	 アディッシュプラス㈱	 社長室長
　　〃	 江　口　直　美	 ソムノクエスト㈱	 社　　長
　　〃	 普天間　直　樹	 ㈱普天間商会	 社　　長
　　〃	 比　嘉　良　太	 ㈲葬禮社	 社　　長
　　〃	 玉　城　真由美	 ㈲大城水道工事社	 社　　長
　　〃	 大　田　守　章	 ㈱赤マルソウ	 取 締 役
　　〃	 仲　本　和　美	 ㈲仲松ミート	 執行役員
　　〃	 髙　木　朋　子	 レッドコーラル	 代 表 者
　　〃	 玉　城　　　栄	 ㈲リサイクルセンター沖縄	 社　　長
　　〃	 具　志　直　人	 ちゅらら工房㈱	 社　　長
　　〃	 田　場　英　行	 ㈱機工	 社　　長
　　〃	 武　島　多加雄	 ㈲たけちゃんほーむ	 代　　表
　　〃	 竹　　　富　久	 ㈲たけ事務	 社　　長
　　〃	 友　利　博　明	 先嶋産業㈱	 社　　長
　　〃	 喜　納　正　雄	 ㈱ハブクリエイト	 社　　長
　　〃	 澤　岻　千　秋	 ㈱御菓子御殿	 専　　務
　　〃	 倉　岡　弁　慶	 （一社）ＢＴＯＬ	 代表理事
　　〃	 波　平　恵　太	 ㈱ okicom	 取 締 役
　　〃	 星　崎　浩　二	 オフィス星崎	 代　　表
　　〃	 當　銘　将　也	 ㈱フォーカス	 専　　務
　　〃	 森　山　　　賢	 ㈱琉球補聴器	 社　　長
　　〃	 根　橋　理　香	 ㈱カリタス	 社　　長
　　〃	 髙　柳　圭　吾	 ㈱沖縄環境科学研究所	 社　　長
　　〃	 島　尻　裕　巳	 カラオケ同友会	 店　　長
　　〃	 伊　波　亜矢子	 ㈲フィーチャー企画	 社　　長
　　〃	 赤　峯　正　己	 ㈱ミネ・ワークス	 専　　務
　　〃	 親　泊　元　隆	 ㈲拓商	 副 社 長
　　〃	 平　良　　　淳	 ㈱設備技研	 専　　務
　　〃	 伊　波　竜　作	 ㈱グローバルリンク	 社　　長
　　〃	 當　眞　永　子	 沖縄県中小企業家同友会	 事務局長
監　　　事	 喜　納　朝　勝	 ㈱丸忠	 社　　長
　　〃	 上　原　登貴子	 とよみ税理士法人	 税 理 士
相　談　役	 新　里　正　雄	 新光産業㈱	 会　　長
　　〃	 石　川　元　章	 ㈱ジムキ文明堂	 会　　長
　　〃	 名　護　宏　雄	 ㈱コンピュータ沖縄	 社　　長
　　〃	 新　城　　　博	 ㈱アクトシリカ	 会　　長
　　〃	 比　嘉　ゑみ子	 ㈲やんばるライフ	 専　　務
　　〃	 糸　数　久美子	 ㈱ＩＴＡＣ	 社　　長
　　〃	 新　垣　　　勲	 琉球産経㈱	 会　　長
　　〃	 稲　嶺　有　晃	 ブルービー（同）	 代　　表
　　〃	 小　渡　　　玠	 ㈱ okicom	 社　　長
　　〃	 新　城　恵　子	 ㈱ＤⅰＡＮＡ	 会　　長
　　〃	 宮　城　　　勇	 総合包装㈱	 会　　長
　　〃	 真栄田　一　郎	 ㈲沖島電機	 社　　長
顧　　　問	 糸　数　哲　夫	 税理士法人タックスサポート・イトカズ	 代表社員

以上。

第39回定時総会で選出された 2025年度役員一覧

定時総会定時総会定時総会定時総会定時総会定時総会定時総会定時総会

45

年
に
向
け
て
の
飛
躍
を
誓
い
合
う
力
強
い
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　

懇
親
中
に
は
、
す
べ
て
の
ご
来
賓
の
紹
介
が

あ
り
、
鹿
児
島
同
友
会
な
ど
県
外
の
同
友
会
か

ら
の
参
加
者
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
前

副
知
事
の
照
屋
義
実
氏
か
ら
も
挨
拶
を
頂
き
、

今
後
の
同
友
会
へ
の
期
待
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
座
間
味
亮
仲
間
づ
く
り
推
進
本
部

長
よ
り
、
昨
年
度
の
仲
間
づ
く
り
を
牽
引
し
た

支
部
と
、
個
人
賞
と
し
て
那
覇
支
部
長
の
武
島

多
加
雄
氏
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

「
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
」で
の
期
待
膨
ら
む

 

　     

会
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外
か
ら
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参
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大
盛
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会
内
外
か
ら
の
参
加
で
大
盛
況
に
終
わ
る

　

第
Ⅳ
部
の
懇
親
会
で
は
、
冒
頭
、
座
間
味
亮

代
表
理
事
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、「
新
し
い
ス
テ
ー

ジ
」へ
挑
戦
す
る
意
気
込
み
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
二
十
名
の
ご
来
賓
を
代
表
し
て
、
沖

縄
総
合
事
務
局
の
長
嶺
さ
お
り
経
済
産
業
部
長

と
沖
縄
県
商
工
会
連
合
会
の
米
須
義
明
会
長
よ

り
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　

乾
杯
の
発
声
は
、
七
月
の
中
同
協
総
会
で
九

州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
選
出
の
副
会
長
に
内
定
し

て
い
る
喜
納
朝
勝
沖
縄
同
友
会
相
談
役
が
、
一

般
社
団
法
人
の
ス
タ
ー
ト
を
祝
し
て
、
四
十
周

ご来賓の皆さまと

乾杯！

広報委員会よりのご挨拶

照屋義実前副知事

乾杯挨拶の喜納氏を囲んで

座間味亮代表理事喜納朝勝監事

来賓挨拶の
長嶺さおり経済産業部長

来賓挨拶の
米須義明商工会連合会会長

創
造
」
を
挙
げ
、
事
業
領
域
を
明
確
に
し
て
仕

事
の
領
域
幅
を
広
げ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
し

て
、
そ
の
た
め
に
は
、
自
発
性
が
発
揮
で
き
る

状
態
を
確
立
す
る
こ
と
が
経
営
者
の
仕
事
だ
と

強
調
。
市
場
創
造
と
人
材
育
成
が
い
か
に
密
接

で
あ
る
か
、「
社
員
の
事
業
承
継
」
を
す
る
た

め
に
も
未
来
が
見
え
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
こ
と

が
大
切
だ
と
し
ま
し
た
。
ま
と
め
と
し
て
、「
新

し
い
ス
テ
ー
ジ
」
と
は
、
同
友
会
運
動
が
今
一

丁
目
一
番
地
の
ど
真
ん
中
に
来
て
い
る
こ
と
だ

と
し
て
、「
一
人
ひ
と
り
の
社
員
が
成
長
し
た

分
、
会
社
は
発
展
す
る
。『
豊
か
な
人
生
』
が

送
れ
る
風
土
づ
く
り
に
粘
り
強
く
取
り
組
も

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

性
が
生
ま
れ
、
そ
こ
で
初
め
て
経
営
者
と
労
働

者
の
間
に
対
等
の
労
使
関
係
が
で
き
る
と
し
ま

し
た
。

　

加
藤
氏
は
後
半
、
具
体
的
に
自
身
の
経
営
者

と
し
て
の
姿
勢
と
覚
悟
に
つ
い
て
話
し
、
自
信

過
剰
や
う
ぬ
ぼ
れ
が
あ
っ
た
時
期
か
ら
、
自
分

の
考
え
を
結
果
的
に
社
員
に
押
し
付
け
て
い
た

と
反
省
し
、「
自
分
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
」
と

心
底
願
い
、
素
直
で
謙
虚
に
な
れ
る
か
が
信
頼

関
係
を
築
く
基
本
だ
と
話
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
「
市
場



　

四
月
十
一
日
、
名
護
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

に
て
、
北
部
支
部
・
う
り
ず
ん
合
同
例
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
を
含
め
、
五
十
六
名

の
参
加
が
あ
り
、
終
始
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
学
び

の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

報
告
者
を
務
め
た
の
は
、
㈱
崎
浜
商
店
の
崎

浜
秀
太
氏
。「
創
業
七
十
年
老
舗
企
業
の
Ｄ
Ｘ

改
革
～
コ
ロ
ナ
危
機
を
乗
り
越
え
た
四
代
目
の

温
故
知
新
奮
闘
記
～
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、

自
身
の
会
社
に
お
け
る
D
X
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
へ
の
挑
戦
と
実

践
を
テ
ー
マ
に
、
実
体
験
を
交
え
て
ご
報
告
い報告者の冝保剛氏　

座長の屋部氏と崎浜秀太氏

座長の安次富淳子氏

南部支部長挨拶

グループ討論

多くの参加者

た
だ
き
ま
し
た
。
二
年
前
の
例
会
に
参
加
さ
れ

た
際
、「
二
年
後
は
自
分
が
報
告
し
た
い
」
と

強
く
志
を
語
ら
れ
て
い
た
通
り
、
今
回
そ
の
想

い
を
実
現
さ
れ
た
形
で
す
。

　

報
告
の
内
容
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
特
に
印

象
的
だ
っ
た
の
は
、
そ
の
ス
ラ
イ
ド
の
ク
オ
リ

テ
ィ
。
デ
ザ
イ
ン
性
に
富
み
、
視
覚
的
に
も
分

か
り
や
す
く
、
参
加
者
か
ら
も
高
い
評
価
を
得

て
い
ま
し
た
。
崎
浜
氏
の
持
ち
味
で
あ
る
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
な
力
が
随
所
に
発
揮
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
が
経
営
の
ピ
ン
チ
を
乗
り
越
え
る
大

き
な
武
器
と
な
っ
た
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
発
表

北
部
支
部
・
う
り
ず
ん 

合
同
例
会
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浜
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店
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務
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　崎
浜
　秀
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氏

　

南
部
支
部
の
４
月
例
会
は
十
八
日
に
豊
見
城

中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
㈱
ベ
ス
ト
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト 

社
長 

宜
保
剛
氏
に
よ
る
「
こ
ん
な

会
社
で
や
っ
て
ら
れ
る
か
！
仕
事
を
な
め
る
な

よ
」
の
経
営
体
験
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
冝
保
氏
は
、
建
設
、
農
業
土
木
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
業
務
内
容
を
説
明
し
、
ひ
と
つ

の
例
と
し
て
は
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
描
き
、

現
地
調
査
か
ら
、
設
計
、
施
工
業
者
（
現
場
管

理
）へ
と
繋
げ
る
ま
で
が
主
な
仕
事
と
の
こ
と
。

　

次
に
経
歴
を
紹
介
し
た
冝
保
氏
は
、
大
学
卒

業
後
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
会
社
に
入
社
し

ま
す
が
、
給
料
未
払
い
や
会
社
経
営
が
悪
化
し

た
た
め
転
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。
転
職
先

で
は
「
エ
ー
ス
で
四
番
」
の
存
在
に
な
り
ま
す

が
、
す
べ
て
の
業
務
を
一
人
で
背
負
い
、
一
カ

月
の
残
業
が
三
〇
〇
時
間
を
超
え
、
休
み
が
な

く
体
調
を
崩
し
て
し
ま
い
休
職
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
す
。
退
社
後
体
調
が
戻
り
転
職
し
ま
す

が
、両
親
の
看
護
が
必
要
と
な
り
退
社
し
ま
す
。

様
々
な
困
難
に
ぶ
つ
か
り
、
会
社
内
の
仲
間
た

ち
か
ら
孤
立
し
不
信
を
募
ら
せ
悪
魔
に
見
え
て

い
た
と
い
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
同
友
会
に
入
会
し
、
経
営
指
針
作

成
講
座
を
受
講
し
た
際
に
、
よ
い
会
社
を
築
い

て
い
く
こ
と
を
決
意
し
ま
す
。
分
社
し
て
ベ
ス

ト
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
ス
タ
ー
ト
し
①
最
善
②

最
高
③
最
適
を
目
指
し
、
経
営
理
念
に
沿
っ
た

行
動
を
し
た
結
果
、
労
働
局
か
ら
女
性
活
躍
推

で
し
た
。

　

Ｄ
Ｘ
推
進
に
お
い
て
は
、
単
に
設

備
や
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
だ
け
で

な
く
、
自
社
の
業
務
フ
ロ
ー
を
見
直

し
、
社
内
外
の
関
係
者
に
丁
寧
な
説

明
と
理
解
を
促
す
努
力
を
重
ね
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
崎
浜
氏
の
取
り
組

み
は
、
ま
さ
に
そ
の
地
道
で
困
難
な

道
を
着
実
に
歩
ん
だ
好
事
例
で
あ

り
、
そ
の
原
動
力
と
な
っ
た
の
が
、

同
友
会
の
仲
間
か
ら
の
刺
激
だ
っ
た

と
い
う
点
に
も
、
多
く
の
学
び
が
あ

り
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
討
論
も
活
発
に
行

わ
れ
、
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
充

実
し
た
発
表
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
参
加
者
同
士
の
率
直
な
意

見
交
換
を
通
じ
て
、
さ
ら
な
る

気
づ
き
と
共
感
が
生
ま
れ
た
時

間
と
な
り
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
参

加
も
多
く
、
新
入
会
員
拡
大
へ

と
つ
な
が
る
契
機
に
な
れ
ば
、

と
思
い
ま
す
。

　

同
友
会
活
動
の
醍
醐
味
は
、

こ
う
し
た
出
会
い
や
学
び
を
通

し
て
、
自
ら
の
成
長
に
つ
な
が
る
環
境
に
身
を
置
け

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
今
回
の
例
会
は
そ
の
価
値
を

改
め
て
実
感
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。引
き
続
き
、

会
員
の
皆
様
が
互
い
に
刺
激
を
与
え
合
い
な
が
ら
、

良
き
経
営
環
境
を
築
い
て
い
け
る
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。（
座
長
：
㈱
ハ
ー
ト
ボ
イ
ル
ド 

代
表
取
締

役
社
長　

屋
部
憲
史
朗
）

進
す
る
「
エ
ル
ボ
シ
」
認

定
さ
れ
、
快
適
な
オ
フ
ィ

ス
空
間
づ
く
り
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
周
り
か

ら
の
信
頼
も
得
ら
れ
る
こ

と
で
売
上
も
右
肩
上
が
り

で
成
長
し
続
け
て
い
ま

す
。

　

グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
経

営
理
念
の
大
切
さ
を
テ
ー

マ
に
、
経
営
理
念
が
な
け

れ
ば
社
員
と
共
に
成
長
で

き
な
く
な
る
。
経
営
理
念

が
社
長
を
律
す
る
基
盤
に

な
る
こ
と
を
再
確
認
で
き

ま
し
た
。

　

冝
保
氏
は
、
私
た
ち
の

仕
事
は
B
to
G
、
ビ

ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
は
行

政
が
中
心
で
元
々
の
原
資

は
「
税
金
」
で
あ
る
。
社

会
貢
献
を
恩
返
し
と
し
て

社
員
さ
ん
た
ち
と
行
動
し

て
い
ま
す
。
そ
の
代
表
事

例
が
「
夢
ケ
ー
キ
」
で

す
。
経
営
者
と
し
て
の
使

命
感
を
抱
き
な
が
ら
突
き

進
ん
で
い
る
冝
保
氏
の
今

後
の
活
躍
に
期
待
し
て
い

ま
す
。

（
㈲
た
け
事
務　

竹 

富
久
）

支部活動支部活動支部活動支部活動支部活動支部活動支部活動支部活動
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　うるま市川崎にあるアンダカ
シー専門店「龍華」２代目代表
の新垣麻依子さんに商品の魅力
をお伺いしました。
Ｑ　アンダカシーとは？
　豚の皮と背脂でラードを取っ
た後に残るカリカリと香ばしい

「あぶらかす」のことです。昔
から沖縄では、味噌汁やチャン
プルーに入れたり、子供のおや
つなどに親しまれてきました。
Ｑ　作り方を教えてください
　龍華では、豚の皮と脂身をそ
れぞれ個別に仕入れ、細かくカ
ットします。脂身から出るラー
ドで２～３時間じっくり炒るよ
うに加熱し臭みや余分な水分を
飛ばしながらサクサクに仕上げ
ています。

Ｑ今後の抱負を教えてください
　龍華では、アンダカシーと
ともにラード「豚のしずく」
も販売しています。沖縄で昔
から親しまれてきた豚が健康
に良いことを伝え、がまんし
ない、おいしくて健康になる
商品づくりと共に、すばらし
く豊かな沖縄の豚文化を発信
していきたいと思っています。

◇　　　◇
　取材中に、商品のアレンジ
を伺ったところ、新垣さんは
毎朝コーヒーにスプーン一杯
のラードを入れて飲んでいる
そうです。新垣さん曰く、こ
のラードコーヒーにしてから
頭がシャキッとして、朝か
らパワフルに動けるとのこ
と。忙しい経営者の皆様にも
ぜひお薦めしたいとのことで
す。私も早速試してみました
が、ラードのコクが加わり意
外とおいしく飲めました。皆
様もアンダカシーとあわせて
ぜひお試し下さい。（司法書
士法人なかいし事務所　新城
千夏）

　「地域住民のためのビジネスを展
開したい」と語るのは、宮古島出身
の㈱タカバシラ代表の岡村憲朋さ
ん。高校卒業後に上京し、大学で建
築を学んだ後は、現場監督、家具職
人、ホテル支配人、ＩＴ営業、カメ
ラマンなど、実に多様な職業を経験
してきました。また、世界を半周す
る旅や西日本のヒッチハイク横断な
ど、行動を通して自らの視野を広げ
てきた岡村さんは、「自分の目で見
て感じること」を大切にしてきたと
言います。そうした経験を活かし、
現在は地元宮古島の子どもたちの未
来に貢献するため、学生向けの講演
活動などにも取り組んでいます。
　近年、観光ブームでにぎわう宮古
島ですが、その一方で、地域の子ど
もたちや住民が気軽に集える場所が
次々と姿を消しています。スイミン
グスクールやボウリング場の閉館は
その象徴的な例です。こうした状況
に危機感を抱き、「本当に地域に必
要とされる場所をつくりたい」との
思いから立ち上げたのが、㈱タカバ
シラです。
　同社が最初に手がけたのは、閉
館したスイミングスクールの復活
を目指すスポーツクラブ「AQXIA 
Sports Club」。 現 在、2026年 度
中のオープンを目指して改装工事を

進めています。また、宮古島のト
レーニング文化を支えてきた「AIR 
Fitness & Wellness」を引き継ぎ、
地域の健康づくりを支援する取り組
みも進行中です。さらに、沖縄の古
民家を活用した宿泊施設「新民家」
の建築にも着手し、島の暮らしや文
化を体感できる宿泊体験を通して、
観光客にも地域の魅力を伝えたいと
考えています。
　㈱タカバシラの経営理念は、「新
たな価値を創造し、多くの笑顔を生
み出す」こと。企業や個人の利益だ
けでなく、すべての関係者（ステー
クホルダー）の幸せを追求する「ス
テークホルダー資本主義」の考えを
大切にしています。岡村さんは「関
わるすべての人が豊かになる社会を
つくりたい。地域と共にワクワクす
る未来を育んでいきたい」と話しま
す。
　「タカバシラ」という社名には、
鷹が上昇気流に乗って高く飛ぶよう
に、人や地域が次のステージへと羽
ばたく力になりたいという願いが込
められています。宮古島の魅力を信
じ、仲間とともに挑戦を続ける岡村
さんの姿に、地域の新しい未来が重
なります。

（先嶋産業㈱　友利博明）

新垣  麻依子 氏

Ｑ商品化のきっかけは？
　母が近所の精肉店で大量
に捨てられるラードをもっ
たいないと感じ、家庭で食
べるためにアンダカシーを
作り始めました。ある日、
余った分を試しに近所のお
店に置いてもらったところ
完売したのがきっかけで商
品化に取り組みました。も
ともと両親が弁当店を経営
していた経験を活かし、製
品化することになりまし
た。
Ｑアンダカシーの推しポイ
ントを教えてください

　なんといっても糖質ゼロで高
タンパク質。素材そのままで混
ぜ物がなく、良質な動物性脂肪
であるラードで揚げているので
酸化しにくいのも特徴です。そ
のため、高齢者のタンパク質不
足の方や、食べても血糖値が上
がらないため、糖質制限をされ
ている方にもおすすめです。
Ｑアンダカシーをすすめている
お医者様がいらっしゃると伺い
ましたが？
　中部徳洲会病院の渡辺信幸先
生です。先生は肉・卵・チーズを
主食に据える食事法「MEC 食」
を提唱されており、YouTube
でアンダカシーをご紹介し
た と こ ろ、Facebook で
激励メッセージをいただき
ました。先生によると、ア
ンダカシーはタンパク質と
良質な脂質が豊富で、血糖
値を上げないため、たんぱ
く質不足の女性や糖尿病の
患者さんにもおすすめだそ
うです。

　《会社概要》

龍華

所在地／�うるま市川崎239-1-11
ＴＥＬ／�090-3076-5505
事業内容／ �食品製造業（食品製造、EC事業）

代　表　新垣 麻依子氏

〈中部支部〉

すばらしく豊かな沖縄の豚文化を発信



星 真理 

1961年生まれ
神奈川県三浦郡
葉山町出身
㈱スター 代表取締役
28歳の時に分子整合栄養医学と出会い、
29歳で分子栄養学研究所(於東京)公認ヘル
スインストラクターの資格を取得
大学での講義や県内外各地でのセミナー講
師、沖縄県警察学校での講師などで活躍中

　

連
休
も
明
け
、
梅
雨
入
り
し
た
沖
縄
で
す

が
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

今
回
は
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
気
を
つ
け
た

い
熱
中
症
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

①
熱
中
症
の
症
状
と
対
策

　

熱
中
症
は
、
高
温
多
湿
な
環
境
で
体
温
調

節
が
う
ま
く
い
か
ず
、
水
分
や
電
解
質
が
失

わ
れ
て
起
こ
る
体
の
不
調
で
す
。
初
期
に
は

め
ま
い
や
立
ち
く
ら
み
、
筋
肉
の
け
い
れ
ん

が
見
ら
れ
、
悪
化
す
る
と
頭
痛
、
吐
き
気
、

倦
怠
感
、
意
識
障
害
、
け
い
れ
ん
な
ど
重
篤

な
症
状
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
予
防
に

は
、
こ
ま
め
な
水
分
・
塩
分
補
給
、
直
射
日

光
を
避
け
た
服
装
、
日
陰
や
冷
房
で
の
休
憩

が
効
果
的
で
す
。
屋
外
活
動
の
前
後
に
は
特

に
注
意
が
必
要
で
、
日
常
的
な
体
調
管
理
も

大
切
で
す
。

②
失
わ
れ
や
す
い
栄
養
素

　

発
汗
に
よ
り
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
カ
リ
ウ
ム
、

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
の
電
解

質
が
失
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
筋
肉
や
神
経

の
働
き
に
必
要
で
、不
足
す
る
と
け
い
れ
ん
、

倦
怠
感
、集
中
力
の
低
下
な
ど
を
招
き
ま
す
。

加
え
て
、糖
代
謝
に
必
要
な
ビ
タ
ミ
ン
B1
や
、

紫
外
線
や
暑
さ
に
よ
る
酸
化
ス
ト
レ
ス
に
対

抗
す
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
・Ｅ
も
消
耗
が
激
し
く
、

意
識
的
な
摂
取
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

③
予
防
に
良
い
食
べ
物
と
そ
の
栄
養
素

　

ス
イ
カ
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、
レ
タ
ス

な
ど
の
夏
野
菜
は
水
分
と
ビ
タ
ミ
ン
を
補
給

し
、
体
を
冷
や
し
ま
す
。
豚
肉
や
う
な
ぎ
、

大
豆
製
品
は
ビ
タ
ミ
ン
B1
が
豊
富
で
、
夏
バ

テ
防
止
に
役
立
ち
ま
す
。
梅
干
し
や
酢
は
ク

エ
ン
酸
で
疲
労
回
復
を
助
け
、
食
欲
増
進
に

効
果
的
。
バ
ナ
ナ
や
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
、
ほ
う
れ

ん
草
は
カ
リ
ウ
ム
を
多
く
含
み
、
電
解
質
バ

ラ
ン
ス
を
保
ち
ま
す
。
冷
や
し
ト
マ
ト
は
リ

コ
ピ
ン
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
豊
富
で
抗
酸
化
作

用
が
高
く
、
海
藻
類
も
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
で
、

日
々
の
食
事
で
無
理
な
く
取
り
入
れ
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
事
に
取
り

入
れ
、
夏
を
元
気
に
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

４
月
新
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

４
月
新
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

昨年の魅力発見フェア

　

四
月
新
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
四

月
九
日
、
沖
縄
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
て
開

催
さ
れ
、
十
四
名
（
内
新
会
員
四
名
）
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
「
同
友
会
の
歴
史
と
理
念
・
目
的
」
は
宮

新会員の４名は右２人目から
　① 山吉フード㈱（北部支部）　　　　         　代表取締役　長　山　勝　美 氏
　② （福）大伸福祉会 しらかわこども園（南部支部）      事務長　野　原　大　輝 氏
　③  Ｒ.ＯＶＥ（那覇支部）　　　　　　　   　          専　務　伊志嶺　　　周 氏
　④ Rainbow Terrace Okinawa（中部支部）   　        代表者　新　垣　勇　起 氏

代表理事と新会員の皆さま

城
光
秀
代
表
理
事
が
、「
会
員
体
験
報
告
」

は　

行
燈
の
代
表
者
・
角
江
明
彦
氏
が
お
こ

な
い
、
新
会
員
紹
介
・
バ
ッ
ジ
贈
呈
が
あ
り
、

グ
ル
ー
プ
討
論
で
、
同
友
会
の
魅
力
を
深
め

ま
し
た
。

　
「
中
小
企
業
魅
力
発
見
フ
ェ
ア
」
は
、
沖
縄

県
内
の
中
小
企
業
が
持
つ
多
様
な
魅
力
や
価
値

を
広
く
発
信
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
次
世

代
人
材
と
の
つ
な
が
り
を
生
み
出
す
こ
と
を
目

的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
本
フ
ェ
ア
は
、「
中

小
企
業
の
日
」（
七
月
二
十
日
）
と
「
中
小
企

業
魅
力
発
信
月
間
」（
七
月
）
に
合
わ
せ
て
開

催
さ
れ
る
も
の
で
、
二
〇
二
二
年
度
よ
り
沖
縄

県
、
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
、
中
小
企
業
基

盤
整
備
機
構
沖
縄
事
務
所
、
沖
縄
県
中
小
企
業

家
同
友
会
が
主
催
し
て
い
ま
す
。

　

本
フ
ェ
ア
で
は
、
参
加
企
業
が
、
実
際
の
経

営
課
題
や
テ
ー
マ
を
学
生
に
提
示
し
、
学
生
は

そ
れ
に
対
し
て
自
分
た
ち
の
視
点
で
「
魅
力
を

高
め
る
た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
」
を
提
案
し
な
が

ら
、
中
小
企
業
の
魅
了
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
に
と
っ
て
は
学
生
か
ら
の
新
鮮
な
視

点
を
得
ら
れ
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
、
学
生
に

と
っ
て
は
実
社
会
と
つ
な
が
る
実
践
的
な
学
び

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

四
月
二
十
二
日
、
沖
縄
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

に
て
、
共
同
求
人
委
員
会
主
催
の
学
習
会
が
Ｚ

Ｏ
Ｏ
Ｍ
併
用
に
て
二
十
七
名
の
参
加
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
講
師
は
初
代
事
務
局
長
の
大
城
辰

彦
氏
が
務
め
ま
し
た
。

　

大
城
氏
は
、
沖
縄
同
友
会
が
一
九
八
七
年
に

創
立
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
、
共
同
求
人
の
活
動

だ
っ
た
と
、
東
京
同
友
会
と
の
関
り
か
ら
そ
の

経
緯
を
話
始
め
ま
し
た
。
地
元
の
企
業
が
地
元

の
若
者
を
採
用
し
育
て
る
に
は
、
や
は
り
同
友

会
の
存
在
が
必
要
で
し
た
。
そ
の
後
も
、
人
材

が
地
域
を
支
え
る
と
い
う
理
念
を
貫
き
、
合
同

企
業
説
明
会
や
就
職
キ
ッ
ク
オ
フ
セ
ミ
ナ
ー
な

◆
参
加
大
学
と
企
業
（
二
〇
二
四
年
度
）

　
○
沖
縄
国
際
大
学
＆

　
　
　
①
o
k
i
c
o
m

　
　
　
②
ス
タ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

　
　
　
③
キ
モ
ノ
バ
ナ

　
○
沖
縄
大
学
＆

　
　
　
①
フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
企
画

　
　
　
②
沖
縄
ホ
テ
ル

　
○
沖
縄
尚
学
院
＆

　
　
　
①
Ｉ
Ｔ
通
信
関
連
企
業

　
○
名
桜
大
学
＆

　
　
　
①
も
と
ぶ
農
園

　
　
　
②
名
護
パ
イ
ン
園

　
○
琉
球
大
学
＆

　
　
　
①
I
M
I
C
O
R
P
O
R
A
T
I
O
N

中
小
企
業
魅
了
発
見
フ
ェ
ア

学
生
か
ら
の
新
鮮
な
視
点
を
得
ら
れ
る
貴
重
な
機
会

学
生
か
ら
の
新
鮮
な
視
点
を
得
ら
れ
る
貴
重
な
機
会

ど
を
通
し
て
、
学
生
と
出
会
い
、
学
校
や
行
政

と
連
携
し
、
多
く
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
今
で
は
共
同
求
人
活
動
で
採
用
し
た
新

卒
生
が
、多
く
の
企
業
の
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
手
不
足
が
多
く
の
企
業
の
共
通
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
現
在
、中
小
企
業
に
と
っ
て
の
「
採

用
・
社
員
教
育
」
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
、

学
ぶ
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
共
同
求
人
委
員
長

の
森
山
賢
氏
（
㈱
琉
球
補
聴
器　

社
長
）
の
進

行
で
、
現
在
の
沖
縄
の
採
用
状
況
、
今
後
の
共

同
求
人
活
動
の
展
望
な
ど
も
語
ら
れ
、
一
社
で

は
出
来
な
い
共
同
の
力
で
、
強
靭
で
魅
力
あ
る

企
業
づ
く
り
の
必
要
性
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
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委員会活動委員会活動委員会活動委員会活動
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四
月
十
四
日
、
沖
縄
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に

て
国
際
電
子
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
合
説
を
企
業

十
四
社
で
開
催
し
ま
し
た
。学
校
協
力
の
も
と
、

四
月
時
点
で
ま
だ
内
定
が
出
て
い
な
い
新
二
年

生
全
員
八
十
名
が
授
業
の
時
間
を
使
っ
て
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
校
で
学
ん
で
技
術

を
生
か
せ
る
仕
事
に
就
け
る
よ
う
、
学
生
さ
ん

た
ち
は
多
く
の
企
業
を
ま
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

共
同
求
人
は
、
今
年
度
は
各
学
校
と
連
携
し
、

学
内
合
説
を
多
く
行
っ
て
い
き
ま
す
。

共同求人
学習会

沖
縄
同
友
会
共
同
求
人
の
取
り
組
み
と
歴
史

沖
縄
同
友
会
共
同
求
人
の
取
り
組
み
と
歴
史

〜
共
同
の
力
で
人
材
不
足
を
乗
り
越
え
る

　
　
　
　
　
　

     

中
小
企
業
の
採
用
と
共
育
の
挑
戦
！
〜

〜
共
同
の
力
で
人
材
不
足
を
乗
り
越
え
る

　
　
　
　
　
　     

中
小
企
業
の
採
用
と
共
育
の
挑
戦
！
〜

国
際
電
子
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
学
内
合
説  

２
年
生

８０
名
全
員
が
参
加
！

国
際
電
子
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
学
内
合
説  

２
年
生

８０
名
全
員
が
参
加
！



支部活動支部活動支部活動支部活動
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回答企業数
（１）回答企業
　　　126 社 回答率　11.8％

（２）業種別　（　）は実数
　　　サービス 　31.7%（40）
　　　流通・商業 　25.4%（32）
　　　建 設 業 　22.2%（28）
　　　製 造 業 　11.1%（14）
　　　情　　報　 　　9.5%（12）

（３）規模別　従業員数
　　　＜正 従 業 員＞　平均　 25 名
　　　＜臨時従業員＞　平均　 10 名

2025 年 4月 15 日
沖縄県中小企業家同友会

沖縄県中小企業家同友会は、会員企業から抽出した 1,067社を対象に2月28日（金）から3月21日（金）の期間、「2025 年 1－3 月期景況」
についてのアンケート調査を実施しました。その結果について見解を発表します。（本文中、特に断りのない限り前年同期比です）

1．業況判断DI は、後退している（20.0⇒
10.4＝－9.6）。と く に 建 設 業 (－17.4)、
情報 (－26.7) は大幅に後退。製造業は改
善をしながらも引き続きマイナス超。

2．売上高DI は、後退した（22.3⇒11.2＝
－11.1）。と く に 建 設 業 は 大 幅 に 後 退
(-42.1)。流通・商業 (+1.1)、情報 (+3.3)
は若干の改善。 

3．経常利益DI は、後退した（11.9⇒2.4＝
－9.5）。とくに建設業は大幅に後退。そ
の他業でも後退し、製造業はマイナス超
のまま。

4. 資金繰りDI は、前期（10－12 月期）より

後退しマイナス超となった。業種別では、
情報 (+30.0)、製造業 (+16.8) で大幅に改
善。その他業では後退。

5. 経営上の問題点は、引き続き「人件費の増
加」「仕入単価の上昇」が挙げられてい
る。また、「民間需要の停滞」「同業者相
互の価格競争の激化」が引き上がり、「従
業員の不足」は前回第 1 位から第 3 位に
下がった。

6．先行きは、全業種では改善が見通されて
い る（10.4⇒16.0＝＋5.6）。と く に、建
設業 (+14.3)、製造業 (+21.5)、そしてサー
ビス業 (+15.4) で大幅な改善が見込まれ
ている。

2025年 1-3月期景況調査の結果について（見解）2025年 1-3月期景況調査の結果について（見解）
業況判断は後退　人件費と仕入額の増加が経営課題として迫る
～　人材確保と付加価値の増大をどう実現するか力点強化の必要性が増す　～

 業況判断  売上高 DI  経常利益 DI  資金繰り DI  

 増減  増減  増減  

            

            

            

             

              

            

月期 DI  月期 DI  月期 DI  月期 DI  月期 DI  月期 DI  月期 DI 月期 DI  
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業況判断内訳の推移

好転

不変

悪化

全　業　種 20.0 10.4 - 9.6 22.3 11.2 - 11.1 11.9 2.4 - 9.5 3.8 △ 3.2 - 7.0

サービス業 23.5 15.4 - 8.1 23.6 15.4 - 8.2 11.8 2.6 - 9.2 3.1 △ 15.0 - 18.1

流通・商業 17.2 12.5 - 4.7 17.7 18.8 + 1.1 11.4 6.4 - 5.0 14.8 0.1 - 14.7

建　設　業 21.0 3.6 - 17.4 42.1 0.0 - 42.1 15.7 △ 3.5 - 19.2 5.6 0.0 - 5.6

製　造　業 △ 16.7 △ 14.3 + 2.4 △ 9.1 △ 14.3 - 5.2 △ 18.2 △ 21.5 - 3.3 △ 45.5 △ 28.7 + 16.8

情　　 　報 60.0 33.3 26.7 30.0 33.3 + 3.3 40.0 33.3 - 6.7 20.0 50.0 + 30.0


